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本資料について

• 本資料の目的は、テンプレートを用いて分析をすることで、「上流から下流までのデータがつながり、
AIAG-VDA統合FMEAのステップに沿った分析を効率・効果的に実施できる」ことを実感して
いただくこととなります。

• 上記の目的をより体感していただくために、本資料はチュートリアル形式を採用しております。

FMEA-Proをご利用のお客様
新旧比較機能、ワークフローおよびライフサイクル機能はSTATURE上でのみ利用可能な機能となります。
なお、FMEA-ProからSTATUREへ移行された際には、同じテンプレートのままこれら機能もご利用いただけます。
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AIAG-VDA統合FMEAテンプレート（QFD付）



5https://www.kke.co.jp     

テンプレート利用イメージ

AIAG-VDA 統合 FMEA形式

Step5 リスク分析 Step6 最適化

Step7 文書化

AIAG-VDA 統合 FMEA ハンドブックに沿った、分析プロセスを提供します。

上流から下流までのデータが繋がり、組織的でシステマティックな「ナレッジリレー」を実現します。

Step2 構造解析

Step3 機能解析

Step4 故障解析

Step1 計画及び準備

ツリー/ネット形式表示
エディタ(Addin)

フォールトツリー分析 QFD

FMEA-MSRDFMEA PFMEA コントロールプラン

ワンクリックでツリーネッ
ト情報が反映

使用シート：Step2~4 構造/機能/故障 解析(共通)、Tree Net Viewer

使用シート：Step5 リスク分析/最適化(設計-MSR) 使用シート：Step5 リスク分析/最適化(工程)

使用シート：Tree Net Viewer 使用シート：QFD
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想定する利用手順

• 当テンプレートは下記の手順での利用を想定しています。

手順 実施内容 使用シート（タブ名＞シート名）

構造/機能/故障の定義 各分析レベルの構造とその階層を定義。各々の構造に着目し、所有する機能、その故障
を定義する。

Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞分析レベル、構造・機能・故障の登録

構造の接続 ”構造を接続”画面にて、関係する構造を接続する。(分析レベルを跨いだ接続を実施) Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

構造ツリーの確認 ”構造ツリー”画面にて、構造の依存関係をツリーで確認 Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

機能の接続 ”機能を接続”画面にて、関係する機能を接続する。 Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

機能ツリーの確認 ”機能ツリー”画面にて、機能の依存関係をツリーで確認 Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

故障の接続 ”故障を接続”画面にて、影響する故障を接続する。 Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

故障ネットの確認 ”故障ネット”画面にて、焦点レベルの故障モードに対する
故障の影響および原因を確認する。

Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

フォールトツリー分析 ゲート表示のチェックボックスにチェックを入れ、焦点レベルの故障モードの原因をAND/OR 
ゲートを用いたフォールトツリー形式で接続する。

Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）
＞Tree Net Viewer

QFD ツリー構造を基に顧客要求展開を実施し、その結果をFMEAへと反映 QFD
＞対象レベルの指定と抽出/同期、QFDⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

FMEAデータの抽出 焦点レベルに対する、故障ネットの情報をワークシートに抽出。 Step5~6 リスク分析/最適化（設計-MSR）、または（工程）
＞焦点化レベルの指定と抽出

FMEAの実施 FMEA ワークシートでリスク分析、最適化など実施。 Step5~6 リスク分析/最適化（設計-MSR）、または（工程）
＞Step4 故障分析 以降
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Step 2～4 構造/機能/故障解析
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Step2~4 構造/機能/故障 解析（共通）

• このタブでは、分析レベルの定義、構造/機能/故障の定義、ツリーネットを用いた解析を実施します。

Step2 構造解析

Step3 機能解析

Step4 故障解析

Step2~4向け 分析レベルの定義

Step2~4向け 構造/機能/故障の定義

ツリーネット画面

QFDもしくは、Step5~6

FMEAマスタ登
録



9https://www.kke.co.jp     

分析レベルの定義

• 貴社の作業プロセスに合わせて、分析レベルを定義します。

ここにレベル名を記入

当該レベルが、他のStudyにデータ登録されている場合は、「取込元Studyへのリ
ンク」に、StudyLinkを登録し、各レベルにその登録したStudyLinkを割り当ててく
ださい。
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構造/機能/故障の定義

• 各レベル（緑部分）で、構造を階層的に定義（赤部分）し、各構造の持つ機能、その故障状態を定義（青部分）します。

各データの内容は、このStudy の画面で表現を統一しながら入力されることをお勧めします。

・ツリーネット編集画面では候補表示機能がありません
・設定されたマーカの内容は、ツリーネット編集画面、およびFMEA ワークシートにも継承されます。（ツリーネット編集画面の新規マーカ検索や文字列検索にも適用されます）
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Tips FMEAマスタの登録

• 分析結果をFMEAワークシートへ展開するときに、これらの情報も自動的に反映され、FMEAのひな型となります。

赤枠内を記入
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構造の接続

左上部のボタンを押し、ツリーネット画面を開きます。

表示モード「構造を接続」にセットし、構造をつなぎます。各分析レベル内の接続は黒線、分析レベルを跨る接続は青線で表示されます。

分析レベル

サブレベル１ サブレベル２

①接続ボタンをクリック後、②つなぎたい箇所をクリックするだけ。一
度に複数の構造を接続できます。
接続モードの解除は、③空きスペースをダブルクリック

①

②

③
選択している構造①は黄色でハイライトされる

選択している構造②の上位構造、下位構造③は薄いオレンジ色にハイライトされる

①

②

③
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Tips カスケード故障

• カスケード故障（従属故障）が起こりうる構造間には、カスケード関係の定義を行います。これにより、同レベル内の故障の伝搬を
あらわすことができます。

右クリックでポップアップを開き、接続

制限：カスケード故障の関係は、同一階層（同じ列に並んだ構造）のみ定義可能
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構造ツリーの確認

• 表示モード「構造ツリー」にセットし、接続関係を確認します。

カスケード接続のマーカー
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機能の接続

• 表示モード「機能を接続」にセットし、構造ツリーの各ノードに表示された機能（緑文字）について、その依存関係をつなぎます。接
続方法は「構造を接続」と同様です。

新規追加箇所、上位/下位未接続箇所が検索可能

選択した機能の内容を修正・
変更できる

①

② ③

選択している機能①は黄色でハイライトされる

選択している機能の上位機能②、下位機能③は薄いオレンジ色にハイライトされる
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機能ツリーの確認

• 表示モード「機能ツリー」にセットし、接続関係を確認します。
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Tips 機能の接続 ⇔ 機能ツリーの切り替え

• 『Ctrl + L』 で【機能を接続】で選択した箇所を焦点にした【機能ツリー】へ画面切り替えができます。また 『Ctrl + L』で元の
【機能を接続】に戻ります。【機能ツリー】で確認しながら、【機能を接続】で編集などにご利用ください

【機能の接続】 【機能ツリー】

Ctrl+L

※【機能ツリー】で焦点を変更して、『Ctrl+L』で【機能を接続】に戻しても選択位置は【機能を接続】で選択した変更前のままとなります。

Ctrl+L
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故障の接続

• 表示モード「故障を接続」にセットし、機能ツリーの各ノードに表示された故障（赤文字）について、その依存関係をつな
ぎます。接続方法は同様です。

焦点レベルを変更することで、焦点レベルから上下にも接続可能

焦点レベル

焦点レベル

選択した故障の内容を修正・
変更できる

①
②

③

選択している故障の焦点レベル①は黄色でハイライトされる

焦点レベルに対する上位レベル②、下位レベル③は薄いオレンジ色にハイライトされる
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故障ネットの確認

• 表示モード「故障ネット」にセットし、接続関係を確認します。

焦点レベル（部品１）上位レベル（システム1、2） 下位レベル（部品２）

【焦点レベルから上位】
９
→最大の影響度Max Sev（上位全てのノードを加味）

(５)
→ORゲートでつながる（ANDを通過しない）影響度の最大値

【焦点レベルより下位】
3
→最大の発生頻度Max Occ
（下位全てのノードを加味）

焦点レベルを切り替えることができます。
下図はシステム(1)が焦点レベルの例

焦点レベル 下位レベル

故障影響 故障原因故障モード
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Tips 故障の接続 ⇔ 故障ネットの切り替え

• 『Ctrl + L』 で【故障を接続】で選択した箇所を焦点にした【故障ネット】へ画面切り替えができます。また 『Ctrl + L』で元の
【故障の接続】に戻ります。【故障ネット】で確認しながら、【故障を接続】で編集などにご利用ください

※【故障ネット】で焦点を変更して、『Ctrl+L』で【故障を接続】に戻しても選択位置は【故障を接続】で選択した変更前のままとなります。

【故障の接続】 【故障ネット】

Ctrl+L
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Tips 機能/故障のフォールトツリー分析

• 画面上のゲート表示にチェックを入れ、接続関係をAND/ORゲートで接続します。
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Tips 表示間隔の調整

• 拡大縮小 Ctrl＋スクロール

• 配置変更 Shift+スクロール

四角の上でスクロール
→上下に移動

線の上でスクロール
→左右に移動
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Tips 検索モード

• 検索ワードを入力し、検索ボタンをクリック

検索ボタンクリック後、「はい」を選ぶと、非表示部も検索可能

焦点で検索 「焦点内に検索ワードを含むツリー」のみ表示
構造/機能/故障の接続画面は非対応

追加箇所を検索 ツリーネット上で追加した項目など、Addedマーカが付与された項目を検索

上位未接続箇所を検索 接続忘れ防止に活用

下位未接続箇所を検索 同上

指定箇所で焦点抽出 クリックした箇所を焦点としてツリーを表示
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• 右下の黒い三角をクリックすると全表示

• Ctrl＋mで一括切り替え

Tips 詳細表示モード
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• シートで入力した重要特性記号は、ツリーネットでも表示されます

Tips 重要特性記号の表示
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• 『Shift+  』でツリーネットが参照モードで開かれます。

Tips Tree Net Viewer 参照モード

Shift+ ボタンクリック後に開く
ダイアログで「OK」を選ぶ

ツリーを参照しながら、FMEAの検討や表の編集
が可能になります

• 焦点にしてツリー表示したい、表のセル選択し、 ボタンをクリック
すると、選択した箇所を焦点としたツリー図に変わります

機能「トルクの伝達」を焦点に
機能ツリーが表示される

故障「プライマリーギア軸での
詰まり」を焦点に故障ネットが
表示される

参照モードでツリーネットが
表示されます
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QFD
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QFD

• このタブでは、QFD対象レベルの指定、構造ツリーとの同期、優先順位の決定を実施します。

QFD対象レベルの指定

QFDマトリクスの作成

ツリーネット情報の取込／展開

マトリクスとツ
リーネットの同

期

Step5~6 リスク分析/最適化(設計～MSR)、または（工程）

優先順位の決定 相関の強さが線の太さに反映
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対象レベルの指定と抽出

• QFDを実施する分析レベルとサブレベル(半角数字)を指定します。

赤枠内記入後、展開するQFDの番号を選択した状態で、上部QFD同期ボタンをクリックします。

構造ツリーで接続された関係がQFDの相関設定に反映されます。
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QFDシートで優先順位の設定

• 展開元の優先順位、上位からの重要性、展開先からの優先順位を記入します。

相関の強さを入力します。

上位からの重要性が算出されます。

展開先の各構造の優先順位を入力します。

展開元の各構造の優先順位を入力します。

展開元の優先順位
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Tips マトリクスとツリーの同期

• QFDマトリクスを作成後再び同期をすることで、構造間の相関の強さがツリーにも反映されます。

１

３

９
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Step5～6 リスク分析/最適化(設計-MSR)
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Step5~6 リスク分析/最適化(設計-MSR)

• このタブでは、構造ツリー・QFDからFMEAデータの抽出、FMEAワークシートへの展開。FMEA作成を実施します。

FMEAデータの抽出

Step6 最適化

Step4 故障分析

Step5 リスク分析

FMEAシート完成、もしくはWFによるアクション管理
（※STATUREワークフロー機能）

FMEA-MSR

最適化検証
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FMEAデータの抽出

• ツリー構造をワークシートに反映させます。

焦点レベル名とサブレベル入力後、
上部の取込ボタンをクリック

焦点レベルを部品１としたFMEAがワンクリックで作成可能、優先順位も併記。
変更 挿入 削除

マーカー機能

故障がどの構造と機能に紐づいているか確認で
きます。

変更変化点を知ら
せるマーカーもござ
います。

他のStudyから取り込む場合は、
StudyLinkボタンをクリック
(StudyLink設定は [補足]章を参照)
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Step4 故障分析

• FMEAで適用する、焦点レベル故障モードの故障影響と影響度を定義します。

焦点レベル（部品１）上位レベル（システム２）更に上位レベル（システム１）

故障影響と厳しさを記入故障ネットからの取込情報を見ながら、FMEAを作成可能

故障分析を実施する構造と機能をタブで選択

フォールトツリー情報
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Step５ リスク分析

• FMEAで適用する、焦点レベル故障モードの故障原因と影響度を定義します。

下位レベル（部品２）

故障ネット・FMEAマスタからの取込情報を見ながら、FMEAを作成可能 予防策・検出策を入力します。

更に下位レベル（工程１）焦点レベル（部品1） 焦点レベルの予防策・検出策
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Step６ 最適化

• APに応じて、推奨処置を入力します。入力した推奨処置は、STATUREワークフロー機能で進捗の管理をします。

(1
)

(2)

(3
)

(1)責任者欄を入力モード
にし、右上の…をクリック

(2)フィルターを選択し、
“ユーザーを取得”をクリック

(3)責任者を選択し、OK
をクリック

赤枠内を記入

青枠内は「推奨処置(WF管理
用)」シートで管理

【ワークフローを使用する場合の責任者の入力方法】



38https://www.kke.co.jp     

推奨処置一覧（アクショントラッキング）

• 各推奨処置について、ワークフロー(アクショントラッキング)機能により進捗管理します。また、ワークフローを利用しない場合は、直接
手入力で対策結果を登録します。

ワークフロー利用時は
赤枠内を記入

ワークフロー開始ボタン

ワークフロー利用しない時は
青枠内を記入

ワークフローの内容は、「補足／ワークフロー」のページを参照
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FMEA-MSR

• 設計FMEAでは、FMEA-MSRのシートもご用意しています。

設計FMEAの結果を確認しながら、MSRシートを作成できます。

設計FMEAデータ FMEA-MSR入力シート
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最適化検証

• AP(High,Medium,Low)の遷移を確認し、最適化の検証をします。



41https://www.kke.co.jp     

Step5～６ リスク分析/最適化(工程)
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Step5~6 リスク分析/最適化(工程)

• このタブでは、構造ツリー・QFDからFMEAデータの抽出、FMEAワークシートへの展開を実施します。

※「最適化検証」までは、設計FMEAと同様です。
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コントロールプラン

• FMEAの結果を確認しながら、コントロールプランを作成します。

…

…
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オプション機能（ご購入のお客様のみ）
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新旧比較表（オプション）

• 前リビジョンとの変更内容を一覧化し、また変更箇所に変更マーカーを付与します。

＜補足事項＞
• 各リビジョンで実施した変更箇所(前リビジョンとの差分)を自動抽出します。
• 設計FMEAおよび工程FMEAの内容が抽出対象です(カスタマイズにより対象拡大可能)。
• 直接変更した箇所のほか、式などで参照され変更された箇所も抽出対象です。
• Study保存時に自動的に抽出され、そのときのアカウントや日時も記録されます。

• 当該リビジョンで追加／変更された箇所は、緑のマーカーが付与されます。
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変更変化点分析（オプション）

• 変更要求に対する変更内容を分析し、またその変更による変化点を特定、玉突き分析することで変更の影響範囲を特定します。

変更要求に応じ、変更する内容 その変更で変化させる他の機能 他機能へ

＜補足事項＞
• このシートは、変更点の記載がある機能のみ表示されます。
• 特定した機能の変更点は、FMEAシートにも重ねて表示されます。

その機能を変化させる変更要求

＜補足事項＞
➢ Tree Net Viewerの参照モードを利用すると、機能の変更が入る事で、その機能の影響する機能が何かをツリーで参照しながら変化点分析が可能になります。

使用方法はTree Net Viewer 参照モードしてください。
※「変更による変化点分析」、「構造・故障への展開」に  ボタンがない場合は、お手数ではございますがSphera製品サポートまでご連絡ください



47https://www.kke.co.jp     

変更変化点分析（オプション）

• 変更要求に対する変更内容を分析し、またその変更による変化点を特定、玉突き分析することで変更の影響範囲を特定します。

機能レベルの変更変化点分析後に、構造や故
障にも展開できます
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• ツリーネットに、変更変化点が表示されます。ツリーネット上でも追加・編集が可能で、シートに即時反映されます。

変更変化点の表示（オプション）
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変更変化点の表示（オプション）

• 設計/工程FMEAシートにも、変更変化点の分析結果が表示されます。変更内容に応じ、FMEAを更新します。
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過去トラの取込（オプション）

• 不具合情報のStudyでは、不具合の詳細情報、およびその不具合がFMEAで分析していたどの故障モードや原因により生じ
たか関連付けを行います。

①ライブラリボタン

FMEAで想定された構造/機能/故障モード/
故障メカニズムを指定
(故障モード/故障メカニズムに該当するものが
ない場合は手入力）
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• このタブでは、FMEA情報に前回FMEAから生じた不具合情報を重ね合わせて、FMEAで気づいていなかった故障モードや
原因の追加検討、また気づいていても起きてしまった不具合の再発防止を検討します。

過去トラの取込

Step4 故障分析

不具合情報 Study

過去トラの取込（オプション）

StudyLinkボタンをクリックし、
不具合データのStudyにリンク
(StudyLink設定は章[補足]を参照)

取り込み対象とする不具合発生日

FMEA中に
過去トラを表示

再発防止検討箇所を明示
（他画面では詳細情報も表示）
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CSVファイルインポート（オプション）

• このシートで、csvファイルの取込が可能です。

＜補足事項＞
➢ CSVファイルの取込は、データ連携オプションのご購入、およびその連携設定（CSV列とデータ取り込み位置のマッピング）が必要となります。

：データ連携ボタン
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(補足)
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(補足説明)StudyLinkの設定

＜実施内容＞

➢ 別Studyのツリーネットデータや、不具合情報データ、マーカー取込元FMEAなど、他のStudyデータと連携する場合には、下記の操作で
StudyLinkを設定します。

②リンク先のStudyの名称の一部を正規
表現で指定。

検索ボタンをクリック

③検索結果から、不具合情報データに
チェック。

下部のリンクするボタンをクリック

＜補足事項＞
➢検索条件では正規表現を利用します。例えば「不具合」という文字を含むStudyの検索は、「*不具合*」のようにアスタリスクで挟んでください。
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ライフサイクル、ワークフロー、レポートの利用

別途オプション、カスタマイズ追加でご利用いただけます。
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ライフサイクル＆ワークフロー

FMEAワークシートのライフサイクル管理とワークフロー機能によるアクション管理によって、アクション記録・承認記録が日付と担当者の
情報とともにすべて記録されるため、監査のエビデンス・改ざん防止・ドキュメント記録の信頼性向上などを実現します。

編集中

レビュー中

承認済

アーカイブ

開始

割当

受諾

実施報告

承認

FMEAワークシートのライフサイクル FMEA推奨処置をワークフロー機能で管理

承認済FMEAは編集不可（改ざん防止）
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ライフサイクル
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ライフサイクル

• ライフサイクル機能では、スタディの状態管理ができます。各ライフサイクルに合わせて、編集権限などを設定することも可能です。

昇格待ち

状態名 詳細

編集中 担当者がFMEAシートを作成している状態です。

レビュー中 作成を終え、確認作業をしている状態です。

昇格待ち 承認者に「承認タスク」が発生します。タスクを完了すると、自動で次のライフサイクルに昇格します。

承認済 承認を終えた状態です。シートの編集はできません。

アーカイブ スタディが非表示となります。

※こちらは初期設定となり、各状態や権限はカスタマイズ可能です。
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プロモート（編集中→レビュー中）

• FMEA作成を終えたら、ライフサイクルをレビュー中へプロモートします。

①

②
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レビュー承認記録

• スタディの管理タブにある「レビュー承認記録」シートにコメントを付与することができます。

青枠内は自動算出

カラム 内容

リビジョン スタディのリビジョン番号（手入力）

レビュー記録 ライフサイクルが「レビュー中」のとき、レビュー者が記入

承認記録 ライフサイクルが「昇格待ち」のとき。つまり、承認者が「承認タスク」を実施するときに承認
者が記入
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プロモート（レビュー中→承認済）

• レビューを終えたら、ライフサイクルを承認済へプロモートします。

②「承認チェック」にチェックを入れ、人アイコンをクリックします。

③新しいウインドウが開きます。承認者にチェックを入れ、送
信を押します。

④ウインドウが閉じたら、送信を押します。

②

③

④

承認されると、自動で承認済となります。 ※承認者の操作は後述

①
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プロモート（承認済→アーカイブ）

• 古いスタディをアーカイブすることができます。

①

②
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承認タスク（承認者向け）

① My Stature>タスク>自分のタスクにある、「承認チェック」をクリックします。

② スタディの内容を確認後、承認可否を選択し、送信をクリックします。
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ワークフロー

別途オプション、カスタマイズ追加でご利用いただけます。
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ワークフロー

• ワークフロー機能を使い、FMEAで記入した推奨処置の進捗管理を行います。ライフサイクルの状態(レビュー中、承認済)に関わ
らず、利用できます。

• ワークフローの状態に応じて、各ステップの担当者にタスクが発生します。

タスク名 担当者 内容

開始 FMEA作成者 推奨処置、責任者、目標完了日を入力し、ワークフロー開始ボタンを押す。（タスク画面
には表示されない）

割当 推奨処置の責任者 推奨処置を担当者に割り当てる。

受諾 推奨処置の担当者 割り当てられた推奨処置を受諾する。

実施報告 推奨処置の担当者 推奨処置を実施したことを報告する。

承認 推奨処置の責任者 推奨処置の完了を承認する。

※こちらは初期設定です。各タスクはカスタマイズ可能ですので、弊社サポートまでご相談ください。
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推奨処置一覧（アクショントラッキング）シート

• 推奨処置一覧(アクショントラッキング)シートには、FMEAで入力した推奨処置がリストアップされています。FMEA作成者はこの
シートで、予防処置/検出処置、責任者、目標完了日などを入力します。

ワークフロー開始ボタン ワークフロー中止ボタン ワークフローの情報取得ボタン

記入欄

推奨処置 推奨処置の内容を記入します。

予防／検出 この推奨処置が、予防策か検出策かの種別を選択します。

責任者 推奨処置の責任者を選択します。ワークフロー機能を適切に利用するため、
責任者は手入力でなく、右記のように検索機能で入力してください。

目標完了日 推奨処置の目標完了日を選択します。

実施可否 この推奨処置を実施するか否か(ワークフローを使用するか否か)選択します。

優先度 High/Middle/Lowの優先順位を指定します。

WFタイトル ワークフロー回覧時のタイトルを記入します。

(1)

(2
)

(3)

【責任者の入力方法】
(1)責任者欄を入力モードにし、右上の…をクリック
(2)フィルターを選択し、“ユーザーを取得”をクリック
(3)責任者を選択し、OKをクリック
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アクションを開始する

• アクションの開始は、推奨処置一覧(アクショントラッキング)シートで実施します。

赤枠内を記入後、当該行を選択した状態で、上部   Start Workflowsボタンをクリックします。

アクションの進捗に応じて、自動で入力されます。

ワークフロー化された推奨処置はグレーとなります

  ボタンをクリックすると、ワークフローの入力内容が反映されます
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アクションの割当

• 責任者にタスク「割当」が発生します。（タスクはMy Stature>タスク>自分のタスクで確認できます）

…

…

① 推奨処置の担当者を選択し、割当コメントを記入

【ユーザーの入力方法】

② 送信ボタンをクリック

①

②
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アクションの受諾

• アクションを割り当てられたユーザーに、タスク「受諾」が発生します。

…

…
① 割り当てられたアクションを受諾するか、辞退するか選択
（辞退する場合は、辞退コメントも記入）

② 送信ボタンをクリック

①

②
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アクションの実施報告

• アクションが終了したら、タスク「実施報告」を行います。

…

…

① チェックボックスにチェックを入れ、実施コメントを記入
（注意：このコメントはスタディに記載されます）

② 送信ボタンをクリック

①

②
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アクションの承認

• 責任者にタスク「承認」が発生します。担当者の実施報告を受け、アクションを承認します。

① アクションを承認するかを選択
（承認しない場合、責任者に再びタスク「割当」が発生）

② 送信ボタンをクリック

①

②
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ファイル添付

• 各タスクでファイルの添付・閲覧が可能です。添付ファイルはワークフロー内で共有されます。

（例）「割当」で責任者が添付したファイルは、それ以降のすべてのタスク「受諾」「実施報告」「承認」で閲覧・保存・削除が可
能です。

■コマンドの説明
アップロード： ファイルのアップロード（Excel、Word、PowerPoint、画像、テキスト、zip）
ファイルロック： ファイルのロックとダウンロード
ダウンロード： ファイルのダウンロード（ロックはされません）
コメント更新： ファイルに付随するコメントを更新
リフレッシュ： 表示画面の更新
Delete： 添付ファイルの削除

注意：ロック済みとなった添付ファイルはロックした本人以外、削除できません。
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推奨処置結果の確認

クリック

• FMEAの推奨処置一覧から、最新のワークフローの記録を即座に確認可能です。

対策実施記録を
即座に提示
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レポート

別途オプション、カスタマイズ追加でご利用いただけます。
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レポートの種類

FMEAの分析結果、およびワークフローによるタスク進捗について、レポートで状況確認いただけます。
① FMEA最適化状況レポート ～ FMEAの最新リビジョンデータを集約し、最適化状況をリスクマトリクスで表示します。

② ワークフロー進捗状況レポート ～ ワークフローデータを集約し、進捗状況を棒グラフで表示します。
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レポート FMEAによるリスク最適化、対策状況の確認

➢ 各レポートを表示し、FMEAによるリスク最適化、および対策（ワークフロー）の状況を確認します。

＜補足事項＞
➢ Pdfファイルへのエクスポートはできません。他のファイル形式でエクスポートしてください。

マイデスクにショートカットを作成
(アクセスが容易になります)

絞込ボタン

特定拠点のみの集計など、
絞込を行うことができます。

エクスポートボタン

絞込ボタン
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レポート

• ワークフローの状態に応じて、各ステップの担当者にタスクが発生します。
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お問い合わせ

株式会社構造計画研究所 品質安全デザイン室

Sphera製品サポート

Email: sphera-support@kke.co.jp

mailto:sphera-support@kke.co.jp
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